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　調布「憲法ひろば」は６月２１日午後、たづくり映像シアターで第９４回例会を開催しました。「韓国の人たちが見る今の日本」と題して、元韓国記者会編集局次長、慶応義塾大学専任講師の李洪千（リ･ホンチョン）さん(写真左上)のお話を聴きました。参加者は３８人。司会は大野哲夫世話人(写真右下)、レポートは時津直子世話人と石川康子世話人が担当。


　　　　（編集部）





　この企画は調布「憲法ひろば」が韓国ＫＢＳテレビの取材を受けたことをきっかけにしている。韓国では日本の右傾化が大きく報道されているので、そうではない市民もいるということを伝えたいというのがその意図だった。在日歴15年という李さんは、韓国で放映されたその報道番組を使いながら話を進められた。


固有の領土とは？


　朝鮮半島という魚を、日本と清とロシアが釣り上げようとしているビゴーの風刺画に続いて、反中国デモの映像。尖閣諸島と竹島の領有を巡る日中・日韓の対立について李さんはどちらも間違っているという。日本の憲法には領土の規定がない。日本の領土はサンフランシスコ条約で定められているが、そこには尖閣諸島ははいっていない。沖縄も北海道も、日本の「固有の領土」とは言えない。韓国の憲法では領土は朝鮮半島となっている。映像では鳩山由紀夫元首相が登場して、日中対立のもとは日本の挑発行動だと語る。続いて反韓デモと自民党平沢勝栄氏の談話。


市民の動き


　村山元首相の安倍首相の靖国参拝批判に続いて秘密保護法反対デモの映像。そして調布「憲法ひろば」の新年の例会での「九条の会」事務局長小森陽一さんの話とインタビューとなる。小森さんは、安倍首相が積極的平和主義の名のもとに集団的自衛権行使を容認し、日本を戦争できる国にしようとしていることに対して、市民が、今立ち上がらなければ憲法が危ないと感じていると語り、「憲法ひろば」の大野哲夫さんも、インタビューに答えて、市民の危機意識を強調した。


似ている韓国と日本


　韓国は変わった、と李さんは言う。かつては日本に対するコンプレックスがあったが、特に2000年以降はそれもない。両国の若者の違いはほとんどなく、いじめや少子高齢化は韓国でもみられる。ただ日本には、問題を個人の人間的な問題としてだけみて、背後にあるシステムをみない傾向がある。「空気」で物事が決まってしまい、責任があいまいになってしまうのも怖い。


非現実的な｢脅威｣論　


　日本では北朝鮮と中国が脅威だといわれているが、現実感が薄い。朝鮮戦争を経験した韓国人にとって北朝鮮の脅威は肌で感じられるものだ。この朝鮮戦争は、日本に経済的繁栄をもたらした。韓国にとって北朝鮮の次に日本が脅威だ。日本の近代化は、朝鮮の植民地化のもとで達成された。このように、日本と韓国の関係は逆回転の歯車、あるいはシーソーのようなものだった。これを同じ方向に向けなければならない。


国と人は違う


　韓国で「日本を信頼できるか」ときいたら83％が「信頼しない」と答えた。日本で「韓国を信頼できるか」ときいたら73％が「信頼しない」と答えた。しかし、質問を「韓国人」「日本人」にしたら、結果は違うだろう。日韓関係についても、国政レベルではなく「市民」というもっと大きな立場で発信していくべきだろう。


意表をつく李さんの語り口に活発な質問や意見が出たが、残念ながら書ききれません。（時津直子＆石川康子･記）

















